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一般会計

春日市の家計簿

依存財源
55.8％

225億5,272万円  

自主財源
44.2％

178億9,331万円 

市税 34.9％
（個人住民税などの税金）

141億1,212万円

諸収入など 2.5％
10億3,859万円

繰入金・繰越金 4.8％
（前年度からの繰越金や、市の基金を
取り崩して財源としたもの）

19億1,322万円

使用料および手数料など 2％
（市営住宅の家賃、保育料やスポーツ施設の使用料など）

8億2,938万円

個人市民税や固定資産
税などが増えました。
（+2億655万円）

国県支出金 32.6％
（国や県から交付されるお金）

131億8,241万円

地方交付税 12.7％
（全国一律のサービスを提供するため

国から交付されるお金）
51億3,735万円

地方譲与税・交付金 7.9％
（国や県が徴収した税の一部を市に分配するもの）

32億146万円

市債 2.6％
（市の借金）
10億3,150万円

生活支援臨時特別事業費国庫補助金
などが減りました。

（－1,087万円）

普通交付税などが増えました。
（+1億8,552万円）

問い合わせ先　財政課財政担当　☎（584）1111㈹　F（584）1145

令和５年度（令和5年4月1日～同6年3月31日）の市の決算がまとまりましたので、その概要をお知らせします。
※人口は、令和6年3月31日時点（11万1,840人）を基準にしています。

　市の行政運営の基本的な経費を扱う会計です。
　歳入は、県支出金、市税および地方交付税などが増えましたが、繰越金、国庫支出金および財産収入などが減っ
たことにより、全体では5億8,130万円の減少となりました。
　歳出は、扶助費、繰出金および普通建設事業費などが増えましたが、補助費、積立金および物件費などが減となり、
全体では4億9,000万円の減少となりました。
　その結果、令和5年度は11億6,950万円の黒字となり、令和6年度に繰り越しました。

※「実質収支額（純黒字額）」は、「差引額」から翌年度に繰り越して使うことが決まっている財源を引いた額です。

区分 令和4年度 令和5年度

歳入額 410億2,733万円 404億4,603万円

歳出額 395億4,454万円 390億5,454万円

差引額 14億8,279万円 13億9,150万円

実質収支額（純黒字額）※ 12億8,458万円 11億6,950万円

令 和 ５ 年 度 決 算

歳入 404億4,603万円（対前年度：5億8,130万円の減額）
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その他の経費
37.7％

146億7,933万円

義務的経費
（任意に節減することが難しい経費）

52.8％
206億5,370万円

投資的経費
（将来に残るものへの経費）

9.5％
37億2,151万円 人件費 11.1％

（職員や議員の給与）
43億5,252万円

公債費 6.9％
（借金の返済）26億9,897万円

物価等高騰支援給付金給
付事業費や低所得世帯支
援金給付事業費などが増
えました。
（+11億8,974万円）

扶助費 34.8％
（医療費や児童手当、

障がい者への給付、生活保護費など）
136億221万円

物件費 13.6％
（光熱水費や施設の維持、事務用品購入など）

53億721万円

繰出金 9.4％
（特別会計へ出しているお金）

36億6,451万円

補助費など 9.9％
（団体への補助金など）
38億5,862万円

積立金 3.4％
（預金の積立）
13億3,613万円

子ども応援給付金給付事
業費や新型コロナウイル
ス予防接種事業費などが
減りました。
（－7億6,741万円）

普通建設事業費など 9.5％
（道路や学校の建設・改修費など）

37億2,151万円

その他 1.4％
（その他）5億1,286万円

　性質別分類では「どのような用途にいくらの経費が支出されたか」が分かります。

主要な事業 （金額は令和5年度事業費）

◆双葉市営住宅建替事業	 5億2,343万円
◆上白水市営住宅建替事業	 2億9,299万円
◆庁舎等維持補修事業	 2億1,654万円

◆小学校施設整備事業	 2億9,949万円
◆中学校施設整備事業	 2億5,432万円

歳出を目的別にみると

　目的別分類では、「どのような目的のために経費が支出されたか」が分かります。

区分 目的 決算額 対前年度増減額 伸び率 市民１人当た
りの決算額 構成比

民生費 子どもや障がい者、高齢者などの福祉 197億3,391万円 8億7,439万円 4.6% 17万6,448円 50.5%

総務費 市の運営、戸籍、選挙など 44億5,743万円 -13億6,033万円 -23.4% 3万9,855円 11.4%

教育費 小・中学校の運営や、文化・スポーツの振興 38億9,362万円 -600万円 -0.2% 3万4,814円 10.0%

土木費 道路や公園など都市基盤の整備 33億2,729万円 5億4,487万円 19.6% 2万9,751円 8.5%

衛生費 健康づくりやごみ処理、リサイクルなど 30億8,064万円 -5億497万円 -14.1% 2万7,545円 7.9%

公債費 借入金の返済 26億9,898万円 -590万円 -0.2% 2万4,133円 6.9%

消防費 市民の生命を守り、災害を防ぐ 10億3,037万円 -340万円 -0.3% 9,213円 2.6%

商工費 商工業の振興、中小企業の育成 4億6,071万円 5,585万円 13.8% 4,119円 1.2%

議会費 議会の運営など 2億5,489万円 -412万円 -1.6% 2,279円 0.7%

農林水産業費 農業振興など 8,019万円 1,511万円 23.2% 717円 0.2%

労働費 雇用拡大や失業対策など 3,278万円 48万円 1.5% 293円 0.1%

その他 その他の支出 373万円 -9,598万円 -96.3% 33円 0.0%

合計 390億5,454万円 -4億9,000万円 -1.2% 34万9,200円 100.0%

春日市の家計簿

歳出（性質別） 390億5,454万円（対前年度：4億9,000万円の減額）
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一部事務組合など

　特定の事業を行うため、一般の歳入歳出と区分して処理する会計です。
　なお、健康保険や介護保険、下水道事業において必要な経費のうち、一部を一般会計から支出しています。

　ごみ処理施設などは、どの自治体においても必要な施設であるため、春日市だけでなく近隣自治体と一緒に運営す
ることで、建物費用や運営費用を節約しています。春日市が近隣自治体と一緒に運営している一部事務組合などの決
算状況は、次のとおりです。

団体名 歳入総額① 歳出総額② 差引額
（①‐②） 春日市負担金 市民１人当た

りの負担金額

春日大野城衛生施設組合
（し尿、不燃物の処理など） 6億7,264万円 6億105万円 7,159万円 2億1,864万円 1,955円

春日･大野城･那珂川消防組合
（消防に関する業務など） 29億4,543万円 29億912万円 3,631万円 9億8,925万円 8,845円

筑慈苑施設組合
（火葬場の運営など） 3億1,241万円 3億169万円 1,072万円 3,784万円 338円

福岡県自治振興組合
（市町村職員の研修、公文書館の運営
など）

2億8,155万円 2億7,637万円 518万円 83万円 7円

福岡県市町村消防団員等公務災害補
償組合（非常勤消防団員に係る災害補
償に関する事務など）

9,107万円 8,923万円 184万円 77万円 7円

筑紫自治振興組合
（筑紫地区地域活動支援センターつく
しぴあの運営など）

7,023万円 5,943万円 1,080万円 1,547万円 138円

福岡都市圏南部環境事業組合
（可燃ごみの処理など） 28億3,087万円 25億4,114万円 2億8,973万円 3億6,321万円 3,248円

福岡県後期高齢者
医療広域連合

（後期高齢者医療制
度の事務など）

一般会計 3億9,213万円 3億6,455万円 2,758万円 368万円 33円

後期高齢者医療
特別会計 8,545億4,298万円 8,442億6,143万円 102億8,155万円 26億5,117万円 2万3,705円

※上水道事業を行う「春日那珂川水道企業団」の決算状況については、同企業団ウェブサイトで公開されます。

会計区分 歳入（収入）① 歳出（支出）② 差引額
（①‐②）

一般会計からの
繰入金

市民１人当た
りの繰入金額

国民健康保険事業特別会計 101億280万円 100億318万円 9,962万円 10億3,325万円 9,239円

後期高齢者医療事業特別会計 16億9,196万円 16億1,660万円 7,536万円 3億4,905万円 3,121円

介護保険事業特別会計 76億7,123万円 75億2,878万円 1億4,245万円 12億681万円 10,790円

筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計 1,852万円 1,852万円 0万円 0万円 0円

下水道事業会計
収益的収支※1 22億8,049万円 18億4,138万円 4億3,911万円

3億4,862万円 3,117円
資本的収支※2 3億5,045万円 13億7,131万円 -10億2,086万円※3

※1　収益的収支とは、令和5年度の事業に伴い発生した収益と、それに対応する費用のことです。
※2　資本的収支とは、将来の事業に備えて行う建設改良や借入金返済金などの支出と、その財源となる収入のことです。
※3　下水道事業会計の資本的収支の不足分は、内部留保資金で補てんしています。

特別会計など
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市債（借金）および基金（預金）の状況

経常収支比率
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市債発行額

◆市債とは
　市債は、道路や公共施設など、耐用期間の長いも
のを造るために借り入れたお金です。そのうち、臨
時財政対策債は、国の地方交付税の財源不足を補う
ための市債です。

◆市債残高
　新たな市債発行額は増加したものの、計画的に償
還していることから市債残高は令和4年度よりも減少
しています。今後も、公共施設の改修工事などが予
定されているため、引き続き借金をし過ぎないように
しなければいけません。

■ 市債発行額と残高の推移（一般会計） ■ 基金残高の推移

　大型公共施設などの更新事業を推進するため、今後も借り入れは必要ですが、引き続き可能な限り新規の借
り入れを抑制し、また、自主財源の確保、事務事業の一層の見直しや、適正な受益者負担を図ることで、健全
な財政運営に努めます。

◆基金とは
　基金は、特定の目的のために資金の積み立て（運
用）などを行う市の預金です。そのうち、財政調整基
金は、予期しない収入の減少や災害などによる突然
の支出に備えるためのものです。

◆基金残高
　公共施設の更新や県施行都市計画道路事業のた
めの基金に加え、財政調整基金などを積み立てた結
果、市の基金が約9.1億円増加しました。

市債 （市の借金） 基金 （市の預金）
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94.3 93.9
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84.2

86.6 88.1

（％）

（年度）

春日市
類似団体 ※1

※1　類似団体とは、全国の市の中で人口と産業構造が類似した
団体を指します。県内では飯塚市、県外では東京都武蔵野市
などが類似団体になります。

　　　なお、類似団体の令和5年度数値はまだ公表されていませ
ん。

◆経常収支比率とは
　毎年の収入に対する、毎年支出が避けられない経
費の割合です。この割合が高いほど、新たなサービ
スの開始や公共施設の建設といった経費に充てる余
裕が少なくなり、財政運営が厳しくなります。
　市が突然の支出に耐えられるのか、新たなサービ
スを展開できる力があるのかを表しています。

◆経常収支比率　88.1％
　前年度から1.5ポイント悪化しました。

◆悪化した原因
　扶助費や繰出金などによる経常的経費が増加した
ことが主な要因です。

■ 経常収支比率の推移

春日市の家計簿
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市ウェブサイトからページ番号で検索

出前トーク「市長と語る」
11月の日程（申込不要）

須玖岡本遺跡のこれからを考える
意見交換会を開催します

○地区トーク
　　より良い春日のまちづくりのため、市長が各地

区公民館を訪問し、市民の皆さんと意見を交換し
ます。

　期日・場所
　 ▽11月5日㈫：天神山地区公民館
　 ▽11月6日㈬：紅葉ヶ丘地区公民館
　 ▽11月7日㈭：大土居地区公民館
　 ▽11月12日㈫：春日原南地区公民館
　　※8月29日㈭：から変更しています。
　 ▽11月18日㈪：松ヶ丘地区公民館
　　※10月15日㈫から変更しています。
　時間　午後7時〜8時30分
○全体トーク
　　各地区で開催している出前トークに参加できな

い人や、全市的な意見のある人を対象に「全体トー
ク」を行います。手話通訳と要約筆記もあります。

　日時　11月10日㈰
　　午後2時30分〜4時
　場所　ふれあい文化センター旧館大会議室

　市は、史跡須玖岡本遺跡を適切に保存し、今後
の整備や活用を図る上での方針や方法について定
める整備基本計画の策定を進めています。
　整備計画箇所の現地で古代に思いを巡らせて、
今後の整備や活用について一緒に考えませんか。
日時　11月16日㈯
　午前10時〜正午
集合場所　奴国の丘歴史資料館
定員　30人（申込先着順）
申込方法　10月16日㈬〜11月8日㈮に市ウェブサ

イトから申し込むか、窓口、電話、ファクス、Ｅメー
ルのいずれかで住所、氏名、年齢、電話番号を
伝える

問い合わせ先  秘書広報課広報広聴担当
☎（584）1111㈹　F（584）1145　  1006782

功績をたたえて
第37回春日市表彰式

申請が必要です
70歳以上の「やよい」の運賃無料化

　毎年11月3日｢文化の日｣に、福祉、教育、スポー
ツなどさまざまな分野で、市の発展に寄与した人や
市民の模範となる人などを表彰しています。
　表彰者の功績をたたえるため、ぜひ来場してくだ
さい。
日時　11月3日㈰・㈷
　午前10時〜正午（予定）
場所　ふれあい文化センター旧館サンホール
※被表彰者は、10月25日㈮から市ウェブサイトに

掲載する予定です。

　コミュニティバス「やよい」を無料で利用するため
には、申請が必要です。申請後、無料で利用する
ことができるICカードを即日交付します。
対象　市に居住する70歳以上
受付日時　月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）の

午前8時30分〜午後5時
場所　市役所（都市計画課）
申請に必要なもの　住所、氏名、生年月日が確認

できる公的機関の発行した本人確認書類（マイナ
ンバーカード、運転免許証、介護保険被保険者
証など）

※代理人が申請する場合、対象者本人が記載した
委任状と対象者および代理人の本人確認書類が
必要です。

問い合わせ先  総務課総務担当
☎（584）1111㈹　F（584）1142　  1007377

申請・問い合わせ先  都市計画課計画担当
☎（584）1135　F（584）1143　  1014883

申込・問い合わせ先  文化財課整備活用担当
☎（501）1144　F（573）1077　  １０１５１２０

 nakoku@city.kasuga.fukuoka.jp

▲市ウェブサイト
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30年を超える絆
春日リトルラガーズクラブがニュージーランドのクラブと交流

8月18日
歓迎セレモニー

8月22日
合同練習

8月24日
交流試合・お別れセレモニー

　8月17〜26日の10日間にわたって、「春日リトルラガーズクラブ」が、姉妹クラ
ブであるニュージーランド・ワイタクリ市の「マッシーラグビークラブ」と国際交流
事業を行いました。
　両クラブは平成2年から交流を開始し、3年おきの交互訪問を実施してきました。
　コロナ禍

か

などを経て、8年ぶりに、家族も含め200人が来日。各家庭でのホー
ムステイや、合同練習、交流試合、レクリエーションなど、国や言葉の違いを超
えて交流を深めました。

　ふれあい文化センターで歓迎セ
レモニーを開催。マッシーラグビー
クラブのハカ（先住民マオリの伝統
的な踊り）や惣利平成龍の歓迎の
舞、筑

ち く し し ゅ ら く

紫珠楽さんによる博多独
こ ま

楽
（県指定無形文化財）などが披露さ
れました。

　マッシーラグビークラブとの交流は「本場のニュージーランドのラグビー
を子どもたちに経験させたい」との思いで始まったものです。交流を通して、
ニュージーランドの文化を学び、また日本の文化を誇りを持って伝えることで、
視野を広げて人として成長してほしいとの願いがあります。コロナ禍

か

で交流
が止まってしまうところでしたが、春日リトルラガーズクラブコーチのフリンさ
んの「絶対に途絶えさせない」という強い思いのおかげで、再開できました。
　200人の大人数を迎え入れる準備は大変でしたが、春日リトルラガーズク
ラブの保護者や卒部生などが再会を楽しみに手伝いを申し出てくれました。
このようなつながりも大事に、50年、100年と続くクラブでありたいです。

※写真の一部は春日リトルラガーズクラブから提供を受けました。

春日リトルラガーズクラブ代表
井
い む ら

村 仁
ひ と し

志 さん

Interview

　女子、中学生、小学生高学年、
小学生中〜低学年に分かれ、白水
大池公園で両チーム合同の練習が
行われました。

　白水大池公園で、小学生、中学
生ごとに試合を開催。また飲食や
ゲームなどの出店もあり、夏祭り
の雰囲気を共に楽しみました。

　昭和55年発足。「ラグビーを通じて世界で活躍する人材を育成
する」を基本理念に、子どもたちの人間性の向上も目指している。
　春日公園や白水大池公園を中心に活動し、部員は3歳から中学
生までの153人（8月時点）。

春日
リトルラガーズ

クラブ

▲フレンドシップトロフィーを
　手にする両クラブ代表
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情
報
ひ
ろ
ば

☎
電
話
番
号
　
F
フ
ァ
ク
ス
番
号
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
　 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ペ
ー
ジ
番
号
で
検
索

伝
統
芸
能
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か

第
47
回
市
舞
踊
連
盟
発
表
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
市
文
化
協
会
舞
踊
連
盟
に
よ
る
年
に
一
度

の
発
表
会
で
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈰

　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時（
開
場
：
午

前
11
時
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ス
プ

リ
ン
グ
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　
同
連
盟　
川か

わ
む
ら村

☎
０
９
０（
１
９
２
２
）２
０
０
０

F（
５
９
５
）８
０
２
５

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

精
華
女
子
短
期
大
学
学
園
祭（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
児
童
劇
を
行
い
ま

す
。

　
子
ど
も
広
場
や
模
擬
店
、
食
べ
物
バ
ザ
ー
、

ダ
ン
ス
、
吹
奏
楽
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選

会
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

期
日　
11
月
9
日
㈯

内
容
・
時
間

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会（
乳
児
〜
５
歳
児

対
象
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▽
児
童
劇「
オ
オ
カ
ミ
と
７
匹
の
こ
や
ぎ
」

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
同
短
期
大
学（
福
岡
市
博
多
区
南
八

幡
町
２
－
12
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
同
短
期
大
学　
大お

お
か
わ川

☎（
５
９
１
）６
３
３
１
㈹

F（
５
９
２
）３
５
９
１

楽
し
み
な
が
ら
考
え
よ
う

県
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４

　
「
わ
た
し
が
決
め
る　
た
っ
た
ひ
と
つ
の

未
来
」を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
23
日
㈯
・
㈷

　
午
前
10
時
〜

※
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
11
月
17
日
㈰
に
親

子
で
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

行
い
ま
す
。

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３
－
１

－
７
）他

内
容

▽
Ｓシ

ェ

リ

ー

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
さ
ん（
タ
レ
ン
ト
）に
よ
る

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク

▽
高
校
生
×
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
成
果
報
告
会

▽
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
映
画
上
映

▽
ふ
る
さ
と
産
直
ふ
れ
あ
い
市
な
ど

※
一
部
、
要
申
込
や
有
料
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
あ
す
ば
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー「
あ
す
ば
る
」

☎（
５
８
４
）１
２
６
１

F（
５
８
４
）１
２
６
２

保
健
師
が
応
じ
ま
す

健
康
相
談
会（
無
料
）

　
健
診
の
結
果
で
気
に
な
る
こ
と
、
健
康
に

関
す
る
不
安
や
心
配
、
健
康
づ
く
り
の
こ
と

な
ど
の
相
談
に
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

　
一
人
一
人
に
合
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
方

法
を
一
緒
に
考
え
、
行
動
に
移
せ
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

日
時

▽
10
月
22
日
㈫
、
25
日
㈮
、
11
月
５
日
㈫
、

11
日
㈪
、
14
日
㈭

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

▽
10
月
23
日
㈬
、
11
月
１
日
㈮
、
15
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
３
時
45
分

※
相
談
時
間
は
45
分
程
度
で
す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
い
き
い
き
ル
ー
ム 

申
込
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
１
７
８
８

懐
メ
ロ
で
脳
の
活
性
化

リ
ズ
ム
で
介
護
予
防

　
昔
懐
か
し
い
楽
曲
に
合
わ
せ
て
、
簡
単
な

体
操
や
合
奏
を
行
い
ま
す
。

　
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用
料（
１

０
０
円
）が
必
要
で
す
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
65
歳
以
上
で
、
要
介

護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時　
11
月
６
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の
木
苑

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
飲
み
物

申
込
方
法　
10
月
16
日
㈬
〜
31
日
㈭
に
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
苑

☎（
５
９
５
）０
５
１
３

F（
５
９
５
）６
８
０
０

イ
ベ
ン
ト

Event

健
康

H
ealth

▲あすばる
　ウェブサイト
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情 報 ひ ろ ば

ス
ポ
ー
ツ
・
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

体
験
教
室（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
種
目
が
一
度
に
楽
し
め
る
体

験
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
出
店

し
ま
す
。

日
時　
11
月
４
日
㈪
・
㉁

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
容（
予
定
）

▽
屋
内　
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
体
操
、

少
林
拳
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ダ
ン
ス
、ピ
ッ

ク
ル
ボ
ー
ル
、
ラ
ク
ロ
ス
、
パ
ラ
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
射
撃
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ボ
ッ

チ
ャ
、
体
力
測
定

　
※
上
履
き
が
必
要
で
す
。

▽
屋
外　
テ
ニ
ス
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
相
撲
、

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
モ
ル
ッ
ク
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
事
務
局（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎（
５
７
１
）３
２
４
７

F（
５
７
１
）３
３
０
５

１
０
１
０
６
７
５

第
30
回
福
岡
都
市
圏
障
が
い
者

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
参
加
者
募
集

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽
福
岡
都
市
圏（
春
日
市
を
含
む
17
市
町
）に

居
住
す
る
中
学
生
以
上

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
を
持
っ

て
い
る

日
時　
令
和
７
年
２
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所　
パ
ピ
オ
ボ
ウ
ル（
福
岡
市
博
多
区
千

代
１
－
15
－
30
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

申
込
方
法　
12
月
６
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
郵

便
、
窓
口
、
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
申
込
書
を
提
出
す
る

※
申
込
書
は
福
岡
市
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協

会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
春
日
市
福
祉
支

援
課
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口
で
入
手
で
き

ま
す
。

※
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合

は
、
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込・問
い
合
わ
せ
先　
同
大
会
事
務
局（
同

協
会
）（
〒
810
－
０
０
６
２
福
岡
市
中
央
区

荒
戸
３
－
３
－
39
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
３

階
）

☎（
７
８
１
）０
５
６
１

F（
７
８
１
）０
５
６
５

　

fukuoka@
suporeku-fuku.com

布
絵
本
・
布
お
も
ち
ゃ
づ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　
布
の
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
を
制
作
し
、
個
人

や
団
体
へ
貸
し
出
す
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
布
絵
本
イ
ル
カ
く
ら
ぶ
」が
行
う

講
座
で
す
。

　
作
っ
た
作
品
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

期
日　
11
月
11
日
、
18
日
、
25
日
、
12
月
2

日
の
月
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ル
ー
ム（
昇
町
３
－
１
０
１
）

参
加
費　
３
０
０
０
円（
材
料
費
他
）

定
員　
５
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
31
日
㈭
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

親
子
の
な
か
よ
し
を
考
え
る

春
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広
場

　
子
育
て
中
の
保
護
者
、
子
ど
も
を
見
守
る

地
域
の
人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ（
オ
ン
ラ
イ
ン
）に
よ
る
録
画
視

聴
講
演
会（
無
料
）

　
視
聴
期
間　
10
月
15
日
㈫
〜
12
月
15
日
㈰

　
演
題　
学
校
に
行
き
た
く
な
い
。
こ
ん
な

時
ど
う
す
る
？
〜
こ
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

見
逃
さ
な
い
た
め
に
〜

　
講
師　
長ち

ょ
う
あ
み

阿
彌
幹み

き
お生
さ
ん（
教
育
文
化
研

究
所
代
表
）

　
申
込
方
法　
11
月
30
日
㈯
ま
で
に
Ｅ
メ
ー

ル
で
氏
名
と
講
演
会
視
聴
希
望
の
旨
を

連
絡
す
る

　
※
後
日
、
視
聴
方
法
を
知
ら
せ
ま
す
。

○
定
例
会（
申
込
不
要
）

　
　
講
師
と
一
緒
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。

　
期
日
・
場
所

　
▽
10
月
22
日
㈫
、
11
月
26
日
㈫

　
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
学
習
室

２

　
▽
12
月
17
日
㈫

　
　
同
セ
ン
タ
ー
旧
館
学
習
室
４

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

　
参
加
費　
１
０
０
０
円（
初
参
加
の
人
は

５
０
０
円
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
広
場
事
務
局　

松ま
つ
ざ
と里

☎
０
９
０（
３
４
１
３
）６
８
８
４（
午
後
７

時
〜
８
時
）

kom
ihiro2@

gm
ail.com

ス
ポ
ー
ツ

Sports

講
演・講
座

Lecture

・

C
ourse

▲同協会
　ウェブサイト

市報かすが
令和6年10月15日09



作
っ
て
飾
ろ
う

あ
ん
ど
ん
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
無
料
）

　
鳥
の
巣
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
あ
ん
ど
ん
を
作

り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　
11
月
23
日
㈯
・
㈷

時
間

▽
午
前
10
時
〜
正
午

▽
午
後
１
時
〜
３
時　

場
所　
市
民
図
書
館
２
階
会
議
室

定
員　
各
５
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
１
日
㈮
以
降
に
窓
口
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
む

申
込･

問
い
合
わ
せ
先　
同
図
書
館

☎（
５
８
４
）４
６
４
６

F（
５
８
４
）３
９
０
４

か
す
が
家
庭
教
育
学
級
子
育
て
講
座

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
知
っ
て
理
解
し
て
み
よ
う

　
性
の
多
様
性
や
そ
の
生
き
方
を
理
解
す
る

た
め
に
、
当
事
者
の
言
葉
に
触
れ
て
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

※
託
児
も
あ
り
ま
す（
生
後
５
カ
月
〜
就
学

前
ま
で
、
１
人
３
０
０
円
、
定
員
５
人
、

10
月
25
日
㈮
ま
で
に
要
申
込
）。

対
象　
市
に
居
住
す
る
中
学
生
ま
で
の
子
ど

も
が
い
る
保
護
者

日
時　
11
月
８
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館
大
会

議
室

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
１
日
㈮
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
年
間
を
通
し
て
申
し
込
み
を
し
て
い
る
人

は
申
込
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
教
育
課
地
域

教
育
担
当

☎（
９
８
１
）０
１
０
１

F（
５
８
４
）１
１
５
３

１
０
０
８
３
６
８

ほ
ん
と
は
怖
い
血
圧
の
は
な
し

高
血
圧
予
防
講
座（
無
料
）

　
高
血
圧
は
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、

放
置
し
て
い
る
と
命
に
関
わ
る
病
気
の
原
因

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
し
い
知
識
と

予
防
法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　
11
月
12
日
㈫

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

定
員　
30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
７
日
㈭
ま
で
に
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
課
健
康
づ
く

り
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
３
５

１
０
０
８
９
５
９

高
齢
者
・
障
が
い
者
対
象

法
律
相
談
会（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
成
年
後
見
制
度（
法
定
後
見
、
任
意
後
見
）

や
遺
言
、
相
続
、
財
産
管
理
、
死
後
事
務
処

理
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
３
研
修
室

（
原
町
３
－
１
－
７
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者
・
障

害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所

☎（
９
２
１
）２
１
３
０（
F
兼
用
） 問い合わせ先　安全安心課危機管理担当

☎（584）1111㈹　F（584）1143　 1011854

　住宅火災によって、毎年約1,000人が亡くなってい
ます。その半数が「逃げ遅れ」によるもので、亡くなっ
た人の約75％が65歳以上の高齢者です。
　住宅火災の発生や逃げ遅れを防ぎ、命を守るため、
自宅の防火対策を行いましょう。

▽火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは
安全装置の付いた機器を使用する

▽火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、
衣類、カーテンは防炎品を使用する

▽火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置
し、使い方を確認しておく

▽特に高齢者や体の不自由な人などは、本人や家族
が避難経路や避難方法を想定し、備えておく

住宅防火対策に取り組みましょう

▲市ウェブサイト

▲市ウェブサイト

相
談

C
onsultation
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情 報 ひ ろ ば

成
年
後
見
、
相
続
税
、
贈
与
税

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
時　
11
月
２
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
45
分

※
相
談
時
間
は
30
分
以
内
で
す
。

※
個
別
具
体
的
な
相
談
は
、
対
応
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
九
州
北
部
税
理
士
会
館
２
階（
福
岡

市
博
多
区
博
多
駅
南
１
－
13
－
21
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
九
州
北
部
税
理
士

会
☎（
４
３
３
）２
３
６
６

司
法
書
士
・
税
理
士
に
よ
る

相
続
合
同
相
談
会（
無
料
）

日
時　
11
月
９
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
５
時

※
相
談
時
間
は
45
分
で
す
。

場
所　
天
神
ビ
ル
11
階
６
号
・
７
号
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
－
12
－
1
）

定
員　
24
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
10
月
21
日
㈪
〜
11
月
７
日
㈭
に

県
司
法
書
士
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
電

話（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
））で
申
し
込
む

※
障
が
い
な
ど
で
電
話
が
利
用
で
き
な
い
人

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
会
事
務
局

☎（
７
２
２
）４
１
３
１

F（
７
１
４
）４
２
３
４

家
庭
で
簡
単
生
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会
入
門
編（
無
料
）

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
毎
日
５
０

０
グ
ラ
ム
の
生
ご
み
を
３
カ
月
間
処
理
で
き

る
優
れ
も
の
で
す
。
完
成
し
た
堆
肥
を
使
え

ば
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
お
い
し
い
野
菜
が
作

れ
ま
す
。

※
講
習
会
受
講
後
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
用
具
の
購
入
費
補
助
を
受
け
ら
れ
ま

す
。

日
時　
11
月
14
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　
市
役
所
中
会
議
室

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具

申
込
方
法　
10
月
15
日
㈫
〜
11
月
７
日
㈭
に

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
場
合
は
電

話
で
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご
み
減
量

担
当

☎（
５
８
４
）１
１
５
７

F（
５
８
４
）１
１
４
７

１
０
１
２
５
１
１

県
受
託
事
業

福
岡
県
の
子
ど
も
た
ち
に「
養
育
里
親
」を

　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
家
族
と
暮
ら
せ
な
い

子
ど
も
が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
を
一
定
期
間（
数
日
〜
数
年
間
）、
家
庭
に

迎
え
入
れ
て
く
れ
る
里
親
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
特
定
非
営
利
活
動
法
人

キ
ー
ア
セ
ッ
ト
福
岡
オ
フ
ィ
ス

☎（
４
０
６
）６
３
５
１

F（
４
０
６
）６
３
５
２

　
令
和
６
年
度
出
前
ト
ー
ク「
市
長
と
語
る
」

の
意
見
の
一
部
と
、
そ
れ
に
対
す
る
市
の
回

答
を
紹
介
し
ま
す
。

意
見　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停
に
い

す
を
設
置
で
き
な
い
か
。
高
齢
者
は
ず
っ

と
立
っ
て
バ
ス
の
到
着
を
待
つ
こ
と
が
辛

い
。（
平
田
台
地
区
）

市
の
回
答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
バ
ス
停

の
多
く
は
生
活
道
路
内
に
あ
り
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
の
妨
げ
と
な
る
た
め
、

い
す
の
設
置
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
現
在
、
整
備
を
進
め
て
い
る
西
鉄
春
日

原
駅
駅
前
広
場
の
バ
ス
停
に
は
、
い
す
を

設
置
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担

当
☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
５

１
０
０
２
５
１
３

環
境

Environm
ent

募
集

R
ecruitm

ent

▲同法人
　ウェブサイト

そ
の
他

O
thers

▲市ウェブサイト

▲コミュニティバス「やよい」

市報かすが
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vol.10

奴国王墓の上石

　魚は良質なたんぱく質やビタミンなどが豊富です。動脈硬化の予防が期待されるDHA（ド
コサヘキサエン酸）なども含まれていて、魚を食べる人ほど虚血性心疾患になりにくいという
研究結果も報告されています。週に１回でも、魚を食べる機会を増やしましょう。

ひとコマひとコマ
vol.28

魚を食べよう

フライパンで鮭のホイル焼き

エネルギー（１人当たり）：232kcal
塩分：0.8g

▲市ウェブサイト

　
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
に
あ
る
大

き
な
石（
写
真
下
）を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
、
明
治
32

（
1
8
9
9
）年
に
、
現
在
の
岡
本

７
丁
目
で
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代

中
期
後
半（
紀
元
前
１
世
紀
）の
奴

国
王
墓
の
上う

わ
い
し石
で
、
全
長
は
３
．

３
ｍ
、
幅
１
．
８
ｍ
、
重
さ
は
４

t
で
す
。

　
昭
和
４
年
に
、
京
都
帝
国
大
学

が
こ
の
王
墓
の
場
所
を
調
査
し
、

過
去
に
調
査
し
た
上
石
の
状
況
の

見
解
を
含
め
て
、
報
告
書
に
ま
と

め
ま
し
た
。
石
の
上
に
約
１
尺（
約

30
㎝
）程
の
墳
丘
が
あ
り
、
石
の

約
３
尺（
約
90
㎝
）下
に
甕か

め
か
ん棺
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
は
、
甕
棺

の
保
護
が
目
的
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　
上
石
の
下
の
副
葬
品
な
ど
に
つ

い
て
は
、
九
州
帝
国
大
学
医
学
博

士
の
中な

か
や
ま山
平へ

い
じ
ろ
う

次
郎
氏
が
、
地
元
で

の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
次
の
よ

う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
地
元

の
人
が
家
を
建
て
る
た
め
に
、
神

聖
視
さ
れ
て
き
た
石
を
動
か
し
ま

し
た
。
掘
っ
て
み
る
と
甕
棺
が
見

つ
か
り
、
中
か
ら
は
多
く
の
前
漢

鏡
片
や
、
武
器
形
青
銅
器
の
破
片

な
ど
の
副
葬
品
が
出
ま
し
た
。
そ

の
豪
華
さ
か
ら
、
埋
葬
さ
れ
た
人

が
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
、
掘
り
出
し
た
人
々
は

た
た
り
を
恐
れ
て
発
掘
を
止
め
ま

し
た
。
副
葬
品
は
全
て
石
の
下
に

戻
し
た
方
が
よ
い
と
の
地
元
僧
侶

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
レ
ン
ガ
の
囲

い
に
副
葬
品
や
甕
棺
内
の
土
を
入

れ
、
上
石
を
か
ぶ
せ
て
安
置
し
ま

し
た
。

　
中
山
氏
の
地
道
な
調
査
は
奴
国

王
墓
研
究
の
基
礎
を
な
し
、
奴
国

の
丘
歴
史
資
料
館
内
の
奴
国
王
墓

復
元
ジ
オ
ラ
マ
も
、
そ
の
聞
き
取

り
結
果
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

　
上
石
は
そ
の
後
、
熊
野
神
社
の

境
内
に
移
設
さ
れ
、
昭
和
52
年
に

市
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
10
年
に
奴
国
の
丘
歴
史
公
園

に
移
設
し
、
柵
で
囲
っ
て
、
大
事

に
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
上
石
は
、
世
界
各

地
で
み
ら
れ
る「
支し

せ
き
ぼ

石
墓
」（
大
き

な
上
石
を
使
う
墓
）と
は
時
間
差

が
大
き
く
無
関
係
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
の
韓
国
の
調
査
成

果
で
時
間
差
が
縮
ま
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
検
討
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▲奴国王墓の上石

問い合わせ先　健康課健康づくり担当
☎（５０１）１１３４　F（５０１）１１３５　 1006258

市ウェブサイトに
も掲載していま
す。

① 鮭に軽く塩をふり、キッチンペーパーで水気を拭く。
② ニンジンは千切り、えのき茸としめじは石づきを切り落とす。
③ 30cmほどに切ったアルミホイルの中央に、油を塗る。
④ ③の上に鮭の皮を下にして置き、まわりにニンジンを置く。★を魚の

上に置き、塩こしょうを振ったら、隙間ができないようにアルミホイル
で包む。

⑤ フライパンに入れて蓋をし、中火で４分、弱火で７〜８分蒸し焼きにする。
⑥ 皿に盛り、薬味、ポン酢しょうゆをかける。

作り⽅
● 生鮭の切り身：２切れ
● 塩：ひとつまみ
● ニンジン：1/3本
● ★えのき茸：1/2束
● ★しめじ：1/3束
● ★バター：10g
● サラダ油：小さじ２
● 塩こしょう：適量
● ポン酢しょうゆ：大さじ１
● 薬味：ネギ、レモン

材料（２人分）

武武
たけすえたけすえ

末末  純純
じゅんいちじゅんいち

一一 名誉館長 名誉館長
（福岡大学名誉教授）（福岡大学名誉教授）

問い合わせ先　文化財課整備活用担当　☎（５０１）１１4４　F（５73）１077
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※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

さ
ん
ぽ
み
ち

 相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

高齢者の介護や福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●市南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069
●市東地域包括支援センター　☎（404）0310　F（404）0225

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時、土曜日：午前8時30分〜午後
0時30分
人　権

●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）
第1火曜日（6月を除く）：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室

（予約不要）
●福岡法務局人権相談　☎（922）2881

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/福岡法務局筑紫支局
法律・生活・行政など ※祝日、年末年始は除きます。

●市無料法律相談　☎（584）1148（予約受付のみ）
第3水曜日：午前10時〜午後４時/市役所市民相談室

（第2水曜日午前9時以降の平日に電話予約、先着15人）
●市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）

月〜金曜日：午前10時〜午後0時15分、午後1時〜４時/じょなさん
●市生活困窮者自立相談支援窓口くらしサポート「よりそい」
　☎（515）2098  F（581）7258

月〜金曜日（土・日曜日は要相談）：午前８時30分〜午後５時/市社
会福祉センター

●定例行政相談　☎（584）1111㈹（面談相談のみ）
第4火曜日：午前10時〜午後３時/市役所市民相談室（予約不要）

妊娠出産・子育て・子どもの悩み、児童福祉 ※祝日、年末年始は除きます。
●市こども家庭センター　☎（584）1015　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●市子ども発達支援室　☎（588）5150　F（501）0051

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/いきいきプラザ1階
●児童虐待相談　児童相談所全国共通☎189（いちはやく）
●県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日：午前9時〜午後5時、土曜日および第1・3日曜日：午前
9時〜午後4時/ひとり親サポートセンター春日センター
暴力・DV・セクハラの相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市男女共同参画センター　☎（584）1202
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時/じょなさん

●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335
月・水〜金曜日：正午〜午後７時、土曜日：午前10時〜午後５時
障がいに関する相談 ※祝日、年末年始は除きます。

●市障がい者基幹相談支援センター　☎（584）1111㈹　F（584）1154
月〜金曜日：午前8時30分〜午後５時 ※緊急時は時間外も対応します。
不安・悩みごと

●心配ごと相談（暮らしの問題や悩み）　☎（581）7225
水曜日：午後１時〜４時/市社会福祉センター

●福岡いのちの電話　☎（741）4343　※24時間受付、匿名可です。
インターネット相談（ http://www.inochinodenwa-net.jp)
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㊁

平
ひ ら た

田 晄
あ き せ

世ちゃん（2歳）

野
の じ ま

島 陽
ひ い ろ

色ちゃん（１歳）

兼
かねゆき

行 悠
はる

ちゃん（２歳）

平
ひらみね

峯 稜
りょうた

大ちゃん（３歳）

山
やまぐち

口 笑
え ま

茉ちゃん（２歳）

林
はやし

 音
と わ

翔ちゃん（３歳）

原
はら

 琉
る い

碧ちゃん（１歳） 重
しげまつ

松 真
し ん や

矢ちゃん（１歳） 小
こ や ま

山 瑞
み ず き

稀ちゃん（１歳）

10月

Eメールで、タイトルを「お誕生日おめでとう」、本文に赤ちゃんの氏名（ふ
りがな）、生年月日、住所、電話番号を書いて、写真（できればファイル
名は赤ちゃんの名前）を添付して送ってください。郵送の場合は、写真の
裏に必要事項を書いて送ってください。
11月14日㈭までの到着分から抽選（応募多数の場合）で決定します。

【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」係（〒816ｰ8501春日市役所）
koho@city.kasuga.fukuoka.jp　※写真は返却できません。

12月生まれの赤ちゃん募集（3歳まで）

市報かすが
令和6年10月15日13
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春日新50年プランによるまちづくり
　魅力ある春日の未来図を実現するため、（A）市民活動拠点の整備、（B）都市機能の向上推進、
（C）歴史自然景観の整備の3つの視点（プラン）による都市づくりを推進していきます。

Vol.

7

▲春日新50年プラン

問い合わせ先

▽福岡県那珂県土整備事務所都市施設整備課　☎（513）5570

▽春日市道路管理課道路建設担当　☎（584）1111㈹　F（584）1143

西鉄春日原駅西側の交通規制
11月から車両通行箇所が変わります

問い合わせ先　道路管理課道路建設担当　☎（584）1111㈹　F（584）1143　 1015124

　県が実施している連続立体交差事業に伴い、春日原駅西側
の車両通行箇所が変更となります。
　通行止めにより、一方通行などの交通規制を行いますので、
注意してください。
変更期間　11月上旬〜令和７年３月下旬
※雨天や市関連工事の影響で、期間が延長となる場合がありま

す。
主な変更点

▽通行止めを２箇所で実施

▽一方通行の規制箇所の変更

▽西鉄バスのバス停位置変更 通行止め

西鉄
春日原駅

春日原駅前

東口

西口
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和

6年
10月

15日
号
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1271

長浜太宰府線「須玖南工区」の事業開始
　長浜太宰府線は、福岡市を起点とし、春日市、大野城市、筑紫野市を経由して、太宰府市を終点とする延
長約20㎞の都市計画道路です。福岡都心部と都市圏南部を連絡する重要な路線であり、道路交通の円滑化に
向けて、整備が進んでいます。
　市内においては、今年度、新たに「須玖南工区」の事業が始まります。
○須玖南工区

　8月4日に、須玖南公民館で事業説明会が開催されました。
事業者　福岡県那珂県土整備事務所　
事業区間　須玖南3～6丁目
事業延長　720ｍ
事業期間　令和6～15年度（目標）

▽令和6年度　測量、設計

▽令和7年度　設計後の説明会開催、用地測量（予定）
※平成28年度から事業に着手した「須玖北工区」においても、令和11

年度の完成を目指して道路新設事業を進めています。

　この事業により、交通の円滑化や、安全な歩行空間が確保されるこ
とが期待されます。市はこの事業に対して、事業用地の取得交渉や、事業費の一部負担を行っています。
　今後も、市は県と協力しながら長浜太宰府線の早期全線開通を目指していきます。
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春日中前

昇町

寺田池

須玖須玖

横手南町横手南町
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